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遊走腎症,腹 圧性尿失禁に対する補中益気湯の効果
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   Eleven patients with lumbago due to renal ptosis, and 23 patients with stress incontinence 
were treated with Tsumura Hotyuekkito (Buzhongyiqitang), an old Chinese prescription, 7.5 g, 
three times a day. The subjective symptoms were improved in 9 cases (82%) of lumbago and 
18 cases (78%) of stress incontinence. No side effects were observed. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 1841-1843, 1988)
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は じ め に

遊走腎症の腰痛お よび側腹部痛に対 しては現在 も有

効な薬物療法はな く,痙 痛著明な例に対 して コルセ ッ

トの着用が行われているが,日常生活に不便を来 し,ま

た着用に よる患者 の不快感な どか ら必ず しも最適の方

法とはいえない.ま た腹圧性尿失禁に対 しては最近あ

る種の副交感神経遮断剤な どが用い られているが,効

果に乏 しいこともあ り,ま た副作用の面か ら長期連用

には適さない と思われ る.種 々の手術的方法 も考xら

れてはいるが,術 後の症状改善がはかばか しくない こ

とも多い.こ の ような ことか ら著者 は副作用が少な く

長期連用が可能 で,多 少でも症状の改善を図るとい う

目的で,よ く知 られた漢方製剤であ り代表的な補気剤

である補中益気湯を,遊 走腎症の腰痛お よび腹圧性尿

失禁の症状に対 し使用 してみた.

対象および方法

製剤は津村順天堂のエキス剤を用い,主 と して1日

7・5g分3単 独投与 とした.2週 以上投与 した ものの

効果を検討 し,症 状のスコアーを 当科 独 自に作成 した

(Table1).

これは 自覚症状の改善のみの評価であるので,判 定

者による評価のば らつ きを防止す るためすべて著老 が

被験者に問診 し効果判定 を行 った.ま た改善度 の評価

は著明改善 より悪化 まで の5段 階 に 分 け た(Table

2).

遊走腎症 の腰痛に対 しては19例 に使用 したが,効 果

判定可能例は15歳 か ら71歳 までの女性11例 である.全

例IVPま たはDIPに て腎下垂は確認 し,腰 痛を来

す ような他 の疾患は除外 してある,

腹圧性尿失禁に対 しては25例 に使用 したが,効 果判

定可能例は23例 であ り,も ちろん全例36歳 か ら83歳 ま

での女性であ る.全 例IVPま たはDIPで 膀胱下垂

を認めてい る.

結 果

1)遊 走腎症に対 して

自覚症状 の改善度 スコアーはTable1の ごと く0

か ら4ま での5段 階であ り,Table2に 照 らして改善

度評価を行 った.改 善3例,や や改善6例 であ り,や

や改善以上を有効 とすると11例 中有効9例 で有効率82

%と なる(Tablc3).著 明改善 および 悪化は認め ら

れなか った.な お本剤使用前 より顕微鏡的血尿を認め

た5例 については,効 果判定時に尿所見に変化はみら

れなか った.

2)腹 圧性尿失禁に対 して

症状の改善度 スコアーはTable1の ごと く0か ら

5ま での6段 階であ り,Table2に 照 らして改善度評

価を行 った.改 善5例,や や改善13例 でやや 改善以上
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Table1,自 覚症 状 ス コア ー

履痛(遊 走腎} 腹圧性尿失蒙

0:症 状な し

1:腰 部不快 感のみ

O:失 癖な し

1か な りの腹圧 をかけ ると時 に失禁 す る

2:長 時聞立位の時腰痛がある2:腹 圧をかけると時に失舞する

3:時 々腰痛 があ る

4;い つ も腰痛 力`ある

3:腹 圧をかけるとたびたび失魏する

4:弱 い腹圧 で も失蒙 する

5い つも失察する

Table2.症 状 改善 度 の評 価 Table5.補 中 益気 湯(ツ ムラ)の 組 成

本 晶7.5s中 に下記の割 合の混合 生薬の乾燥 エキス5.0鵬 を含 有す る。

ス コア ー 改善度

著明改善

日局 オウギ(黄者)

(5),4,3,2,1よ り0に 改 善

(5),4,3,2よ り2段 階 改警 改 薯

(5),4,3,2よ り1段 階 改警 やや 改 警

(5),4,3,2,1よ り改 善 認め ず 不 変

(5),4,3,2,1よN悪 イヒ 悪 化

日局 ソウジュツ(蒼 乖)

日局 ニンジン(人 参)

日局 トウキ(当帰)

日局 サイコ(柴胡)

日局 タイソウ(大寮)

日局 チンビ(陳皮)

日局 カンゾウ(甘 草)

日局 シ3ウ マ(升 麻)

日局 ショウキョウ(生 婁)

4.o零

4.Os

4.0

3.0艦

2.Oe

2、0巳

2.Oa

1.5艦

i.o.

0.5e

Table3.腰 痛(遊 走腎症)に 対する補中益気湯

の効果

改警度 例 数 効 果

なおす べての例において本剤に よる と思われる明らか

な副作用は認め られなか った,

著明改警0

改 警3

やや改蕃6

有 効

9例

有効率

82%

不 変2

悪 化0

無 効

2例

注:顕 徽鏡的血尿は5例 に認められたが.補 中益気湯使用後も

尿所見に変化はなかった。

Tablc4.腹 圧性尿失禁に対する補中益気 湯の効果

改警度 例 数 効 果

著明改善

改 善

0

5

やや改蕃13

有 効

18例

有効率

78%

不 変

悪 化

5

0

無 効

5例

を有効 とする と23例 中有効18例 で有効率78%と なる

(Table4).著 明改善 および悪化は認め られなか った・

考 察

補中益気湯はTable5の ごとくの組成を もち,補

気剤の代表的な漢方薬 であ り医王湯 とも呼ばれ,古 来

より主 として体力増強剤 として用 いられてきた.補 気

剤の中で特に補中益気 湯を用いる 目的 として 「中気下

陥」 とい う状態がある.こ れは前述 した消化機能不全

に よる全身機能低下(い わゆ る脾胃気虚の状態)に 加

え,骨 格筋,平 滑筋,支 持組織な どの緊張低下が起 こ

っているもので,い わゆるア トニー現象 といえる.こ

の ような ことか ら本剤は昔か ら胃ア トニー,脱 肛,子

宮脱,胃 拡張,ヘ ルニア,便 秘な どに用 いられてきた

が,泌 尿器科 領域では遊走腎,尿 失禁に対 して も効果

があるといわれ て いる1).著 者は遊走腎症 の腰痛,側

腹部痛が腎下垂す なわち内臓下垂症に起因す ると言 う

こと,お よび腹圧性尿失禁は尿道括約筋,骨 盤底筋群

の機 能不全が原因の1つ であることを考え,こ れ らの

症状に対す る本剤の実地臨床上の効果を確認するため

に エキス剤である ツムラ補中益気 湯を使用 してみた,

遊走腎症に対する補 中益気湯の効果 は第2回 お よび第

3回 泌尿器科漢方研究会にて報告 され てお り,そ の他

造精能,放 射線障害 などに対 して も基礎的,臨 床的研
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究がなされている2β).し か し本剤の腹 圧性尿 失禁に

対する効果につ いての まとまった報告は,著 者が第5

回泌尿器科漢方研究会で報告 した以外見当たらない.

著者は臨床効果 の一応の メル クマールとして自覚症状

のスコアーを著者独 自に作成 してみた.こ のス コアー

は自覚症状のみであるので,レ ンFゲ ン検査などの他

覚的所見は含まれ ていない.こ れは本剤の性質上,自

覚症状の改善が主 であ り他 覚的所見の改善はなかなか

望まれないのではないか とい うことを考 えたか らであ

る.西 洋医学的には非常に不思議なことであるが,漢

方治療では自覚症状は改善されて も他覚的所見に変化

は認められ ない ことがあ る.た とえば他家の報告 でも

前立腺肥大症の 自覚症状に対 して八味地黄丸は確かV`

効果があるが,検 査所見では投与前後の前立腺に変化

は認められな い4)し か し最近著 明な症状を有する遊

走腎症に対 して補 中益気湯が自覚症状のみな らず,血

尿,腎 下垂 といった他覚所見の改善に も効果があ った

とい う報告 もあ るので5).こ の問題については今後の

諸家の報告が待たれる所 である.

本治験においては 自覚症状改善例において,腎 下垂

時の血尿は本報告で も本剤投与前後で変化がない.ま

た2～3の 例で投与前後のX・Pを 撮 っているが下垂

腎に変化は認めていない.た だ尿失禁例においては詳

しい検査を施行 していないので 自覚症状改善後の他覚

所見の変化は不 明である.客 観的に失禁程度 の薬剤効

果をみるには国際禁制学 会の勧告に基づ く方法6)な ど

沸あるが,比 較的面倒な検査法であるので 日常診療上

では同意が なかな か得 られず,今 回は 施行して いな

い.た だ,今 回の結果 より考察 して も症状の強 い例に

はやは り効果が うすい ように思われるので,は た して

他覚的に どこまで薬剤効果 があ らわれ るか不 明で あ

る.や は り症状 が強 く他覚所見 も認めるよ うな症例に

は,手 術的方法が選択され る.

本治験 の結果 からみて比較的軽い 自覚症状改善に対

しての本剤の薬剤効果はかな り高い と思われるが,同

様な症例 に他の漢方 製剤を 用い てみ た時の効果の 比

較,薬 剤使用時のム ンテラ,効 果の持続性ち 患者 の証

の選択な ど種 々の問題 も残され ている.今 回は特に薬
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剤効果 の面での証は検討 していないが,有 効例で遊走

腎患者はいわゆ る本剤の証に合致す る例が多 く,尿 失

禁患者 では有効例で も本剤の証 と異なる ような例が多

い印象 を受けた,こ の理由ははっき りしないが漢方専

門医であれば また異な った解釈もで きるのか も知れ な

い,ま た尿失禁の場合は自然治癒が約70%に 認め られ

るとい う報告 もあ るので7),症 例に よっては本剤投与

中に 自然治癒 したとい う可能性も否定できない.こ の

よ うに今回の結果だけでは本剤の薬剤効果を確定す る

ことはできないが,遊 走腎症お よび腹圧性尿失禁に対

して 自覚症状の改善を認めた ことは本剤の薬効に対 し

ての今後 の科学的究明が望 まれるところである.

結 語

11例の遊走腎患者の腰痛お よび23例 の腹圧性尿失禁

に対 して補中益気湯を投与 しそれぞれ82%,78%の 高

い自覚症状の改善効果を認めた.副 作用は1例 も認め

ていない.
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